
↑稲束を丁寧に掛ける児童

↑１部優勝のキングダッシュの選手たち

第 13回町同期生対抗バレーボール大会

声上がるチームプレー歓
　第 13 回長島町同期生対抗バレーボール大会が
10 月 28 日から 11 月７日まで、町総合町民体育
館でありました。
　今大会は 39 歳以下の１部に 24 チーム、40 歳
以上の２部に 11 チームが出場し、熱戦を展開。
同期生ならではの息の合ったプレーが多く見られ
ました。
　大会結果は次のとおりです。
１部　［優勝］キングダッシュ［準優勝］Fire Ball A
　　　［３位］XX 倶楽部、COLOR
２部　［優勝］Beyond［準優勝］フォーティーシックス
　　　［３位］G-gon's い組、DIESEL

↑中田准教授の講演

第 12回水産業振興シンポジウム

洋環境への理解深める海
　第 12 回水産業振興シンポジウムが 11 月６日、
町開発総合センターでありました。
　今回は「養殖施設を含む沿岸環境について」を
テーマに２人の講師を招き、水産関係者など約
50 人が出席しました。
　岩切豊副町長が「水産業が基幹産業である本町
にとって、海洋環境問題は重要な課題。講演を通
して参考にしていただきたい」とあいさつ。熊本
大学大学院先端科学研究部の中田晴彦准教授は、
マイクロプラスチックと呼ばれる微小なプラス
チック粒子が海洋や水産業におよぼす研究成果を
発表し、参加者の関心を集めていました。

鷹巣小で稲刈り体験

作の大変さ学ぶ稲
　鷹巣小学校（大野憲久校長・206 人）の５年生
37 人は 10 月 23 日、学校近くの田んぼの稲刈り
体験をしました。
　児童らは、北村秀紀さん（本町）の指導のもと、
６月に植えつけ順調に実った稲穂を丁寧に鎌で刈
り取りました。
　その後、天日干しのために束にして、保護者ら
が組んだ稲干し台に稲束を掛けました。
　坂元飛

つ ば さ

翔君は「最初は硬くて難しかったけど、
慣れたら簡単に稲を刈れた」と笑顔で汗を拭いま
した。
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